
平成３０年９月２１日 

 

 

議 員 各 位 

 

 

                       総務文教常任委員会 

                       委員長  岩 永 政 則 

 

 

委 員 長 報 告 書 

 

 

総務文教常任委員会に付託された議案等の審査結果について、会議規則第４１条の規定

により報告いたします。 

 

１.審査期間：平成３０年９月１０日～１９日 

 

２.付託された議案等 

議案番号 件        名 結 果 

４９ 平成３０年度長与町一般会計補正予算（第２号） 
全会一致 

可  決 

５０ 平成３０年度長与町駐車場事業特別会計補正予算(第１号) 
全会一致 

可  決 

５５ 平成２９年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について 
賛成多数 

認  定 

５６ 
平成２９年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

全会一致 

認  定 

６４ 平成３０年度長与町一般会計補正予算（第３号） 
全会一致 

可  決 

 



議案第４９号 平成３０年度長与町一般会計補正予算（第２号） 

 

 

 

 

 

 

 

【提案理由・主な内容】 

今回の補正は、歳入歳出それぞれ１億７４７万７千円を追加し、補正後の総額を１２４億２，

６７４万４千円とするもの。 

 

○歳入の主なものは 

  ９款「地方交付税」では、交付税確定に伴う予算未計上分１億７，０８４万８千円を計上。 

 

 １３款「国庫支出金」では、住宅建築物耐震改修事業補助金の追加分１３万８千円を計上。 

 

 １４款「県支出金」では、２項県補助金において、長崎県災害関連地域防災がけ崩れ対策事業

費補助金４，４４７万５千円を計上。３項委託金では、統合型校務支援システム導入実証研究委

託金１５３万４千円を計上。 

 

 ２０款「町債」では、災害関係事業への充当起債１，３３０万円、臨時財政対策債２，７６２

万７千円を計上。 

 

○歳出の主なものは 

  ２款「総務費」では、町制施行５０周年イメージキャラクター商品等製作委託料１８７万５

千円、ふるさと納税に係る返礼品発送等業務委託料６００万円を計上。 

 

  ３款「民生費」では、現行の子ども医療費に「中学生の通院」まで、対象を拡大するための

医療費増額分５６８万７千円を計上。 

 

  ８款「土木費」では、７月の豪雨災害により、三根郷、丸田郷で発生したがけ崩れに対する

対策工事費等６，０３０万円を計上。 

 

 １０款「教育費」では、ブロック塀の安全対策や台風・豪雨による想定外の修繕等に対応する

ため２５０万円を計上。  

 

 １１款「災害復旧費」では、台風７号等により道路・河川・公園で発生した小規模災害に対す

る復旧工事費１，６７７万円を計上。 

審 査 日  平成３０年 ９月１０日 

出席委員  岩永政則  分部和弘  浦川圭一  中村美穂  金子 恵 

   喜々津英世 山口憲一郎 堤 理志 

説 明 員  山本総務部長、久保平企画財政部長、松邨住民福祉部長、 

中山健康保険部長、緒方建設産業部長、森川教育次長 その他関係職員 

 



 「債務負担行為」では、平成３１年度に実施を予定している長与町町制施行５０周年記念「全

国放送公開番組誘致事業」の限度額７６０万円を計上。 

 

以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

（総務部） 

 質 疑 ： 町制施行５０周年イメージキャラクター商品製作は何か。 

 答 弁 ： フェイスタオル５，６００枚を製作し、各種イベント開催時に配布するためのも

の。 

質 疑 ： ふれあいセンター消防用設備等点検は定期的なものか。 

 答 弁 ： 今回、建築基準法改正により防火シャッターの点検も行うようになった。 

 

（企画財政部） 

 質 疑 ： 普通交付税が増えた要因は何か。 

 答 弁 ： ０．８％増の２，０００万円は、需要額の増加で社会福祉費および環境施設組合

費が増えたことによるもの。 

 

（住民福祉部） 

 質 疑 ： 子ども医療費で中学生の通院分の積算根拠は何か。 

 答 弁 ： 小学生の通院費を根拠に算出した。 

 

（建設産業部） 

 質 疑 ： 県営の農地基盤整備事業として、岡地区の概略設計費が組まれているが、３地区

に分かれている。１つの事業として良いのか。 

 答 弁 ： あまり離れていないので、１つの事業で良いことになっている。 

 

（教育委員会） 

 質 疑 ： 長与小の枯れたまきの木の利用は何かあるのか。 

 答 弁 ： ベンチを製作する予定。 

 

主な質疑は以上のとおり。 

 

 

慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

 

 

  



議案第５０号 平成３０年度長与町駐車場事業特別会計補正予算(第１号) 

 

 

 

 

 

 

【提案理由・主な内容】 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１９９万円５千円を追加し、補正後の予算の総額を、歳入

歳出それぞれ９９０万６千円とするもの。 

 

○歳入の主なもの 

 ２款「繰越金」では、平成２９年度の駐車場事業特別会計決算における余剰金１９９万５千円

を計上。 

 

○歳出の主なもの 

 １款「総務費」では、一般会計繰出金１９９万５千円を計上。 

 

以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

 質 疑 ： 例年、修繕費が計上されていたが今回はない。管理的には万全なのか。 

 答 弁 ： 問題はないと考えている。 

 

主な質疑は以上のとおり。 

 

 

慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

 

 

  

審 査 日  平成３０年 ９月１０日 

出席委員  岩永政則  分部和弘  浦川圭一  中村美穂  金子 恵 

   喜々津英世 山口憲一郎 堤 理志 

説 明 員  山本総務部長 井川契約管財課長 その他関係職員 

 



議案第５５号 平成２９年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

【提案理由・主な内容】 

  歳入については、調定額１３２億６，４７５万５，５７１円、収入済額１３０億７，７０９

万９，５４３円、不能欠損額４７９万１，４８５円、収入未済額は１億８，２８６万４，５４

３円となっている。 

 

 ○歳入の主なものは 

 １款「町税」では、       「調 定 額」４７億７，１２５万３，１５８円に対し 

「収 入 済 額」４６億４，１１８万３，４８９円  

「不能欠損額」     ４６４万６，４８５円  

「収入未済額」 １億２，５４２万３，１８４円で 

町税の収入済額は前年に比べ１．３％の増。 

 

１項「町民税」では、     「調 定 額」２５億２，８８９万６，５３５円に対し 

                「収入済額」２４億６，２７５万８，８１８円 

２項「固定資産税」では、   「調 定 額」１５億９，２８４万９，９３７円に対し 

                「収入済額」１５億４，００３万  ３７１円 

３項「軽自動車税」では、   「調 定 額」 １億  ４５５万８，５３３円に対し 

                「収入済額」 1 億  ３２０万３，８８４円 

７項「都市計画税」では、   「調 定 額」 ３億１，３７８万２，９６４円に対し 

                「収入済額」 ３億  ４０２万５，２２７円 

 

９款「地方交付税」では、    「調 定 額」２０億１，６９２万８，０００円に対し 

                「収入済額」２０億１，６９２万８，０００円の同額。 

 

１１款「分担金及び負担金」では、 「調 定 額」 ２億９，３２７万７，０９２円に対し 

                「収入済額」 ２億８，５４４万５，１６５円 

 

１３款「国庫支出金」では、    「調 定 額」１９億９，８０２万６，１５２円に対し 

                「収入済額」１９億６，４２２万３，１５２円 

 

審 査 日  平成３０年 ９月１０日～１９日 

出席委員  岩永政則  分部和弘  浦川圭一  中村美穂  金子 恵 

   喜々津英世 山口憲一郎 堤 理志 

説 明 員  山本総務部長 久保平企画財政部長 松邨住民福祉部長 中山健康保険部長 

緒方建設産業部長 森川教育次長 山口会計管理者 谷本議会事務局長  

和田農業委員会事務局長 その他関係職員 

 



１４款「県支出金」では、     「調 定 額」 ９億４，１０２万３，７６３円に対し 

                「収 入 済 額」 ９億４，１０２万３，７６３円の同額。 

 

１６款「寄附金」では、      「調 定 額」   ９，６０５万８，７１６円に対し 

「収 入 済 額」   ９，６０５万８，７１６円の同額。 

ふるさと長与応援寄附金が主なもの。 

                    

２０款「町債」では、       「調 定 額」１０億５，９９３万３，０００円に対し 

「収 入 済 額」１０億５，９９３万３，０００円の同額。 

 

 歳出については、支出済額１２３億２，３４０万６，５７２円、翌年度繰越額３億５，１２８

万５，０００円、不用額４億４，５１１万６，４２８円となっている。 

 

○歳出の主なものは 

 １款「議会費」では、１億３，４５８万７，３４０円で前年度比１．１％の減。 

 

 ２款「総務費」では、１２億２，７８９万７３４円で前年度比０．４％の増。これは、ふるさと

納税の返礼品及びその送料の増額が主な要因。 

 

 ３款「民生費」では、５０億４，０７６万４，７１７円で前年度比２．３％の増。これは、

障害者福祉費の自立支援給付費や障害者通所給付費など、扶助費の増額が主な要因。 

 

 ４款「衛生費」では、９億３，３５２万８，７４２円で前年度比３．７％の増。これは、保健

衛生費のコンポスト跡地に掛かる調査業務などの委託や、環境・排水対策等の工事費の増額が主

な要因。 

 

 ６款「農林水産業費」では、１億９，２７８万３，７７９円で前年度比５．２％の減。 

 

 ７款「商工費」では、６，２６１万８，９４５円で前年度とほぼ同額。 

 

 ８款「土木費」では、１８億２，３７５万３，０９５円で前年度比７．２％の増。これは、

土地区画整理費の拠出金の増額が主な要因。 

 

１０款「教育費」では、１１億１，５６２万７，７３０円で前年度比６．５％の減。これは、

中学校費の工事請負費の減額が主な要因。 

 

１２款「公債費」では、１３億７，２６０万４，８５４円で前年度比７．８％の増。これは、

「元金」償還金の増額によるもの。 

 



以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

（総務部） 

 質 疑 ： 時間外勤務手当が前年度より大幅に減少した要因は何か。 

 答 弁 ： 前年度に「ねんりんピック」があったこともあるが、職員の意識も変わったと思

っている。 

 質 疑 ： 庁舎内の修繕費の内訳は何か。 

 答 弁 ： トイレの詰まりや空調の修理など６０件分である。 

 質 疑 ： ふれあいセンターの修繕料は何か。 

 答 弁 ： ２９年１０月に４階健康センターで大規模な雨漏りが発生し、緊急のために予備

費を充当した。 

 

（企画財政部） 

 質 疑 ： 長崎移住サポートセンターについては、定住促進事業を県と２１市町が連携して

行っているが、現状はどのようになっているのか。 

 答 弁 ： ２８年に設置され２カ年が経過している。県内全体実績は移住者１１０組、２２

１人となっている。 

 質 疑 ： 交通安全対策特別交付金（違反金）については、交通関係だけに使途が限定され

るのか。 

 答 弁 ： 一般財源として扱うことができる。 

 

（建設産業部） 

 質 疑 ： 不当利得返還金については、電力会社が他社電柱に電線を通したことによる、道

路占有料として過去１０年分を清算したことは理解したが、原因は何だったのか。 

 答 弁 ： ２８年に佐賀県で発覚し、電力会社が確認したところ全体的なことが判明した。

担当者の認識不足が原因だったと把握している。 

 質 疑 ： アライグマについては、本町および近隣自治体では確認されているのか。 

 答 弁 ： ２９年度に時津町で２頭が捕獲された。その後、斉藤郷の住宅屋根裏で清掃業者

が捕獲処理した。役場では直接確認が取れていないが、捕獲した業者がアライグ

マと確認していることから、本町にも入り込んでいると認識している。 

 

（住民福祉部） 

 質 疑 ： コンポスト跡地には何が埋まっているのか。 

 答 弁 ： 長崎市がたい肥化を行っていた生ごみと長崎大水害時の廃棄物が埋められている

と聞いている。 

 質 疑 ： 原爆被爆者生活相談件数はどの程度なのか。 

 答 弁 ： 健康相談などの対応が多い。件数は電話で２６６件、窓口で７５０件である。 

 



（教育委員会） 

 質 疑 ： 各種大会参加補助金は体育関係だけではなく、文科系クラブへの補助は考えられ

ないのか。 

 答 弁 ： 今後、要綱等を整備し行う予定である。 

 質 疑 ： 雑誌スポンサー制度は目標を達成しているのか。 

 答 弁 ： 目標は１５社だが、現在１６社になっている。 

 

主な質疑は以上のとおり。 

 

 

慎重に審査した結果、賛成多数で原案のとおり認定すべきものと決した。 

  



議案第５６号 平成２９年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 

 

 

 

 

 

【提案理由・主な内容】 

歳入については、調定額９９４万４，５２２円、収入済額９８９万９，４８２円、収入未済額

４万５，０４０円で、前年度比３．５％の増となっている。 

 

 ○歳入の主なものは 

１款「使用料及び手数料」では、「調 定 額」８１２万８，８６０円に対し 

「収 入 済 額」８０８万３，８２０円 

２款「繰 越 金」では、「調 定 額」１８１万５，６２０円に対し 

「収 入 済 額」１８１万５，６２０円の同額。 

 

歳出については、予算現額８８５万１，０００円、支出済額７９０万３，３８３円、不用額 

９４万７，６１７円で、前年度比２％の増となっている。 

 

○歳出の主なものは 

  １款「総務費」では、 「予算現額」８５５万１，０００円に対し 

             「支出済額」７９０万３，３８３円 

 

 以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

 質 疑 ： 滞納者に新たな請求方策は何かあるのか。 

 答 弁 ： 電話、文書での催告を行っていく。 

 質 疑 ： 文書ということであれば、住所が分かっているはず、就労者なのか。 

 答 弁 ： 自営業者である。 

 質 疑 ： 大型商業施設の影響で、今後の収入が下がっていくのではないのか。 

 答 弁 ： 今後は横ばいと考えている。 

 

主な質疑は以上のとおり。 

 

 

慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり認定すべきものと決した。 

 

審 査 日  平成３０年 ９月１０日 

出席委員  岩永政則  分部和弘  浦川圭一  中村美穂  金子 恵 

   喜々津英世 山口憲一郎 堤 理志 

説 明 員  山本総務部長 井川契約管財課長 その他関係職員 

 



議案第６４号 平成３０年度長与町一般会計補正予算（第 3 号） 

 

 

 

 

 

 

 

【提案理由・主な内容】 

  今回の補正は、歳入歳出それぞれ２，５００万円を追加し、補正後の総額を１２４億５，１

７４万４千円とするもの。 

 

  ○歳入については、１８款「繰越金」２，５００万円を、今回の補正予算の財源調整として

計上。 

 

○歳出については、１０款「教育費」では小中学校における教育環境の向上、給食調理場の

環境改善を図ることを目的に、全ての学校の普通教室、調理室、及び長与南小学校給食共同

調理場へ空調設備を導入するための、空調設備設置工事設計費を計上。 

 

  以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

 質 疑 ： 小学校、中学校普通教室と、給食共同調理場はまとめて設計監理を発注するのか。 

 答 弁 ： 小学校、中学校、給食共同調理場の１カ所ごとに発注する。 

 質 疑 ： 空調設備設置に関する県への要望は行ったのか。 

 答 弁 ： １０月に県へ行う予定。 

 

主な質疑は以上のとおり。 

 

 

慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

審 査 日  平成３０年 ９月１８日 

出席委員  岩永政則  分部和弘  浦川圭一  中村美穂  金子 恵 

   喜々津英世 山口憲一郎 堤 理志 

説 明 員  鈴木副町長 勝本教育長 久保平企画財政部長 森川教育次長  

その他関係職員 


